
おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

2015.9.1
vol.600

2 連覇達成
8月1日（土）第 29回大井よさこいひょうたん祭

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

2016.7.1
vol.610

い
ざ
！

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

 ・・・・・
わたしたちの
路線バス

vol.630

3
2018

TOPICS
路線バスについて考える
篠窪大橋開通

おおい
広報 Oi

vol.620

5
2017

おおい
広報 Oi

vol.640

1
2019

おおい
広報 Oi

vol.650

11
2019

おおい
広報 Oi

広報 Oi

おおい vol.660

9
2020

広報 Oi

おおい vol.670

7
2021

     加納千
ちひろ
尋 さん

　　　　　　　　　　　　　大井町在住／学生　　

コメント
大井町は私の故郷であり、心のよりどころでもあるた
め、ひょうたん娘就任が決定した際、大変うれしく感
じました。大井町は「ひょうたん祭」だけではなく、
「BIOTOPIA」や「産業まつり」などに加え、水や農作
物がおいしいといった、あらゆる魅力にあふれた町の
ため、今後の活動で大井町の魅力をお伝えできたらと
思っております。どうぞよろしくお願いします。

     砂川日
ひ な こ
菜子 さん

　　　　　　　　　　　　　　横浜市在住／学生　

コメント

ひょうたん娘として、大井町の「ひょうたん」、「自然」、

「食べ物」などの魅力をみなさんにお届けいたします。

また、大井町の方々とたくさんの交流を重ねていく

中で、新たなる魅力を発見し、発信していきたいと

思っております。コロナ禍で大変な時期だからこそ、

大井町をさらに元気にしていきたいです！１年間よ

ろしくお願いします！

vol.690

３
2023広報 Oi

おおい

※広域消防10周年記念事業で、2市5町の広報紙が「消防ホース」で連結しています。

広域消防発足
10周年記念事業は、
こちらから

2013（平成 25）年 3月 31日に県西地域 2市 5町（小田原市、南足柄市、
中井町、大井町、松田町、山北町、開成町）を管轄する広域消防となり、
今年で 10 周年を迎えます。
消防の広域化により、多くの部隊を火災などの初期段階に投入でき、
市町の境に当たる地区では、その境を越えて災害や救急の現場に 1
番近い消防署所の部隊が出動することで、現場到着時間が短縮され
ています。
節目の年を迎え、消防の広域化の成果も含めた消防の取り組みを知っ
ていただくため、1年を通して記念事業を行います。この地域の安
心安全な暮らしを守るため、消防団と協力し、さらなる消防力の強
化に努めていきます。

広報 Oi

おおい vol.680

2022

5

2月5日（金）おおい！ふるさと探訪（関連ページ２ページ）

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

2016.3.1
vol.606

vol.616

1
2017

おおい
広報 Oi

すいっぴーキャラクターソング
＆ダンス完成！

vol.626

11
2017

TOPICS

おおい
広報 Oi

vol.636

9
2018

おおい
広報 Oi

vol.646

7
2019

おおい
広報 Oi

東京都在住／学生

【コメント】

私には、今まで自分を育ててきてくれた大井町の役に

立ちたいという思いがあったため、ひょうたん娘とし

て大井町に携わる機会をいただいたことを、嬉しく思

います。自分にできることを活かして、私の大好きな

大井町の魅力をたくさんの人に知っていただけるよ

う、精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

大井町在住／学生

【コメント】

私は、相和地区でのびのびと成長させてもらいまし

た。小さい頃からひょうたんを庭で育てたり、ひょ

うたん祭に参加させていただいて、いい思い出を作

らせてもらったので、今度は私が皆さんに楽しんで

もらえるように、大井町のいい所を沢山発信してい

きたいと思います。1年間よろしくお願いします。

広報 Oi

おおい vol.666

3
2021

町の花『すいせん』
～春の訪れとともに咲く希望のシンボル～

vol.656

5
2020広報 Oi

おおい

広報 Oi

おおい vol.676

2022

1

vol.686

広報 Oi

おおい 11
2022

vol.696

9
2023広報 Oi

おおい

2
2017

おおい
広報 Oi

vol.617

3月14日（月）湘光中学校卒業証書授与式
（関連ページ3ページ）

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

2016.4.1
vol.607

今年も 11 月に相和地域に実るフェイジョアの収穫が行わ
れました。フェイジョアの果実は町内のお菓子屋さんな
どでスイーツの材料に使われる他、四季の里直売所で販
売されます。

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
の
実
り
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vol.637

10
2018

おおい
広報 Oi

vol.647

8
2019

おおい
広報 Oi

vol.657

6
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おおい

広報 Oi
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広報 Oi

おおい vol.667

4
2021

卒業生別れのことば
～ 湘光中学校卒業式 ―旅立ちの日― ～

vol.687

広報 Oi

おおい 12
2022

vol.697

10
2023広報 Oi

おおい

vol.618

3
2017

おおい
広報 Oi

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

2016.5.1
vol.608

ピカピカの1年生
　　4月5日（日）上大井小学校入学式

（関連3ページ）

vol.628

1
2018
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おおい
広報 Oi
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11
2018

おおい
広報 Oi

vol.648

9
2019

おおい
広報 Oi

vol.658

7
2020広報 Oi

おおい

広報 Oi

おおい vol.678

3
2022

広報 Oi

おおい vol.668

5
2021

vol.688

広報 Oi

おおい 1
2023

vol.698

11
2023広報 Oi

おおい

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

2016.6.1
vol.609

菖蒲の季節です

放
水
始
め
！

消
防
出
初
式

vol.629

2
2018

おおい
広報 Oi

TOPICS

vol.619

4
2017

おおい
広報 Oi

vol.639

12
2018

おおい
広報 Oi

vol.649
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2019

おおい
広報 Oi

広報 Oi

おおい vol.659

8
2020

広報 Oi

おおい vol.669

6
2021

広報 Oi

おおい vol.679

2022

4

vol.699

2023広報 Oi

おおい 21

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する
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2015.10.1
vol.601

ひょうたん収穫！

ひょうたん実る駅舎

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

2016.8.1
vol.611

き
れ
い
な
ま
ち
を

い
つ
ま
で
も

vol.621

6
2017

おおい
広報 Oi

vol.641

2
2019

おおい
広報 Oi

vol.631

4
2018

おおい
広報 Oi

TOPICS
未病バレー「BIOTOPIA」オープン 農村公園のソメイヨシノ

vol.651

12
2019

おおい
広報 Oi

広報 Oi

おおい vol.661

10
2020

土
偶
作
り
を
体
験

〜
縄
文
時
代
に
触
れ
る
〜

広報 Oi

おおい vol.671

8
2021

広報 Oi

おおい vol.681

2022

6

vol.691

４
2023広報 Oi

おおい

11
2015.11.1
vol.602

連覇達成！

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

2016.9.1
vol.612

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

よ
さ
こ
い
の
舞
い
！

vol.622

7
2017

おおい
広報 Oi

晴
はれやま

山　玲
れい

 さん

大井町出身／大学 2年生

イベントなどを通じて地域の方と交流する中で、私
自身がもっとたくさん町の良さに気づき、それを PR
していけたらと思います。
1年間元気に頑張りますので、どうぞよろしくお願
いします！

青木　優
ゆうみ

海 さん

厚木市出身／大学 3年生

ひょうたん祭はもちろんのこと、年間さまざまな行
事を通して笑顔と明るさで町を盛り上げていき、魅
力を発信していきたいと思います。
楽しみながらしっかりと自分の役目を全うしたいと
思いますので、どうぞ応援よろしくお願いします！

今年のひょうたん娘をご紹介します！
第 21代

vol.642

3
2019

おおい
広報 Oi

vol.632

5
2018

おおい
広報 Oi

vol.652

1
2020

おおい
広報 Oi

【提供：大井町ひょうたん文化推進協議会】

広報 Oi

おおい vol.662

11
2020

広報 Oi

おおい vol.672

9
2021

広報 Oi

おおい
2022

7
vol.682

町の魅力を伝えるお仕事に関わりたいと思い応募しました。
大井町から見える富士山を含む山の稜線がとても美しいと感じ
ております。他にもさまざまな魅力がある町だと思いますので、
今後の活動を通して多くの方にお伝えしていきたいです。精いっ
ぱい頑張りますので、1年間よろしくお願いします！

昨年、大学の地域活性化プロジェクトに参加し、大井町での
活動を通じてさまざまな魅力があることを発見しました。
ひょうたん娘として、多くの方に大井町が「ひょうたんのまち」
であること、また魅力がたくさんある町だと知ってもらえるよ
うに発信していきたいです。1年間よろしくお願いします！

vol.692

5
2023広報 Oi

おおい

サツマイモとったどー

土の中から「大収穫」

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する
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2015.12.1
vol.603
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10
2016.10.1
vol.613

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

夏
ヤマユリ咲く
まち

vol.623
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おおい
広報 Oi

vol.633

6
2018

おおい
広報 Oi

vol.653

2
2020広報 Oi

おおい

vol.643

4
2019

おおい
広報 Oi

広報 Oi

おおい vol.663

12
2020

広報 Oi

おおい vol.673

10
2021

収穫を迎えた里山
～下山田地区～

広報 Oi

おおい
2022

8
vol.683

あま～いみかんをたくさん収穫

まちの情報とエネルギーを発信する

1
2016.1.1
vol.604

おおい広
報

11
2016.11.1
vol.614

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

沸き上がる
よさこい魂

vol.624

9
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TOPICS

おおい
広報 Oi

vol.634

7
2018

おおい
広報 Oi

　　  加納 香
かお り
織さん

大井町在住／学生

【コメント】

海外や都内で暮らしたことの経験から、他の地とは

違う町の良さを発見し、発信していきたいと思って

います。特に自然豊かな環境で育った農産物と町民

の優しさや温かさをアピールしていきたいと思いま

す。笑顔で楽しく頑張っていきたいので、1年間よ

ろしくお願いします。

　　  清水 麻
ま
衣
い

さん
大井町在住／学生

【コメント】

大井町はとても空気が良く自然豊かで、町民の温か

さをたくさん感じることのできる町です。小さい頃

から憧れていたひょうたん娘として活動できること

に幸せを感じています。大井町のことを多くの方に

知っていただけるよう、笑顔と明るさを生かして 1

年間頑張りたいと思います。

vol.654

3
2020広報 Oi

おおい

vol.644

5
2019

おおい
広報 Oi

広報 Oi

おおい vol.664

1
2021

広報 Oi

おおい vol.674

11
2021

太
古
の
知
恵
に
触
れ
る

〜
原
始
火
起
こ
し
調
理
体
験
〜

2022
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vol.684

広報 Oi

おおい

vol.694

7
2023広報 Oi

おおい

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

2016.2.1
vol.605

新たな第一歩
　自分を見つめなおすとき

平成28年大井町成人式（1月9日㈯）

12
2016.12.1
vol.615

おおい広
報

まちの情報とエネルギーを発信する

ひっそりと
秋の気配

vol.623

10
2017

TOPICS

おおい
広報 Oi

vol.635

8
2018

おおい
広報 Oi

vol.645

6
2019

おおい
広報 Oi

広報 Oi

おおい vol.665

2
2021

早咲き桜の花が咲く
～ゆめの里で感じる季節の変化～

vol.655

4
2020広報 Oi

おおい

広報 Oi

おおい vol.675

2021

12

2022

10
広報 Oi

おおい



新年のあいさつ新年のあいさつ

Oda Shinichi

軍
事
力
を
背
景
と
し
た
大
国
の
脅
威
に
国
際
社

会
の
分
断
が
深
ま
る
中
、
何
を
ど
う
選
択
し
対

処
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
少
子
高
齢
社

会
も
加
速
し
つ
つ
あ
り
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
何
を
ど
う
継
承
し
て
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

 

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
こ

れ
ま
で
の
成
長
戦
略
か
ら
生
存
戦
略
に
シ
フ
ト

す
べ
き
と
の
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
「
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
町
に
す
る
た
め
に
、

町
民
や
企
業
と
情
報
や
課
題
の
共
有
化
を
図
り
、

参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
や

す
い
状
況
を
創つ

く

る
、
つ
ま
り
誰
も
が
「
自
分
ご

と
」
と
し
て
考
え
、
「
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
、

一
人
は
み
ん
な
の
た
め
」
そ
し
て
、
「
私
た
ち

の
ま
ち
は
私
た
ち
で
創
る
」
と
い
う
意
識
の

も
と
、
多
様
な
主
体
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
「
身
近
な
も
の
」
と
し
て
捉
え

る
機
会
と
場
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

価
値
観
の
多
様
化
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が

叫
ば
れ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
人
と
の
ゆ

る
や
か
な
つ
な
が
り
を
通
し
て
共
に
生
き
る
喜

び
を
享
受
す
る
た
め
に
、
町
民
同
士
が
絆
を
深

め
、
融
和
の
輪
を
広
げ
、
夢
お
お
い
未
来
を
創

造
す
る
さ
ら
な
る
地
域
社
会
の
底
力
に
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
に
は
町
政
に
対
す
る
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
明
る
い
未
来
へ
向

け
て
ご
健
勝
ご
活
躍
さ
れ
ん
こ
と
を
衷
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　
　
　
　

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

　
　
　
　

て
は
、
晴
れ
や
か
な
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

よ
ろ
こ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
町
政
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
世
界
状
況
を
顧
み
れ
ば
、
日

本
、
そ
し
て
世
界
は
激
動
の
時
代
を
迎
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、
歴
史
の
転
換

点
に
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
危
機
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ

レ
ス
チ
ナ
の
武
力
衝
突
、
さ
ら
に
は
自
国
主
義

か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
内
戦
・
紛
争
、
難
民
・

漂
流
な
ど
、
世
界
の
様
相
は
一
変
し
、
対
立
に

よ
る
分
断
で
人
道
主
義
の
理
念
さ
え
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
混
迷
の
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

そ
し
て
、
情
報
・
物
流
・
金
融
・
経
済
な
ど
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
多
様
化
が
、
日
本
に
山
積
し

て
い
る
課
題
解
決
を
よ
り
複
雑
に
し
て
い
ま
す
。
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新年のあいさつ

Tamura  Toshitsugu 

　

議
会
に
と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
見
直
す
良
い
機
会
で
し
た
。
昨
年

は
、
議
会
活
動
の
状
況
報
告
と
町
民
の
関
心
や

意
見
を
聞
く
機
会
と
し
て
開
催
し
て
き
た
議
会

報
告
会
を
「
ぎ
か
い
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
と
し
、
自
由

に
話
し
合
い
を
発
展
さ
せ
て
い
く
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
形
式
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
「
議
場
体
験
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
、
今
後
よ
り
多
く
の
方
々

が
参
加
で
き
る
も
の
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、
政
治
に
対
す
る
信
頼
の
確
保
を
目
的
と
し

て
、
町
議
会
独
自
の
倫
理
規
範
で
あ
る
「
大
井

町
議
会
議
員
政
治
倫
理
規
程
」
を
制
定
す
る
な

ど
、
議
会
機
能
の
強
靭
化
と
開
か
れ
た
議
会
の

実
現
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
の
9
月
に
は
、
町
議
会
議
員
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
議
会
で
は
、
昨
年
9
月

に
開
催
し
た
第
3
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員

定
数
を
1
名
削
減
し
、
14
人
か
ら
13
人
と
し
ま

し
た
。
適
用
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
選
挙
か
ら
と

な
り
ま
す
。
議
員
一
人
一
人
が
改
め
て
そ
の
責

任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
丸

と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
「
議
会
力
」
の
向
上
に

努
め
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
「
大
井
町
第
6
次
総
合
計
画　

つ

な
ご
う
！ 

大
井
未
来
計
画
」
に
基
づ
き
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
皆
様
と
共
に
歩
み
を
進
め
、
「
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
思
え
る
大
井
町
を
目
指
し
て
邁

進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
春
の
門
出
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
方
の

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　
　
　
　

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

　
　
　
　

て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
格
別
な
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
昨
年
5
月
か
ら
感

染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
新
し
い
日
常

が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
4
年
ぶ
り
に
夏
の

開
催
と
な
っ
た
「
大
井
よ
さ
こ
い
ひ
ょ
う
た
ん

祭
」
を
は
じ
め
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
出
会
い
と
活

気
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

未
だ
そ
の
爪
痕
は
残
り
、
ま
す
ま
す
混
沌
と
す

る
国
際
情
勢
や
円
安
基
調
と
相
ま
っ
て
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
に
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
希
望

を
持
っ
て
前
に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
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協働推進課　☎ 0465-85-5004

「広報おおい」は、1957（昭和32）年2月1日に「大井

町だよりおおい」として創刊号が発行されました。

これは町が誕生してから11カ月後のこと。そして月日

は流れ、66年11カ月後…。2024年1月1日発行広報おお

い1月号で、700号を迎えることができました。

町民の皆さんのおかげで

広報おおいが　　　　 を迎えました！

「大井町だより おおい」創刊号

　　　　1950年代の日本は、戦後ようやく立ち直りはじめ、さまざまなものが始まり
　　　　ました。テレビの民放放送が開始されたり、現在でも人気な特撮怪獣映画「ゴ
ジラ」の最初の映画が公開されたり、今もなお日本のシンボルの一つである東京タワー
が完成したのもこの頃です。
そのような中、国の動きに合わせるかのように金

か ね た

田村、相和村、曽我村の上大井と西大
井が合併し、1956年4月1日に「大井町」が誕生しました。当時の人口は、6,652人ほど。
旧庁舎が落成したり、JR御殿場線相模金子駅ができたり、着々と町づくりが進められ、
1957年2月1日、現在の広報おおいの前身である「大井町だより　おおい」の発行が開始
されました。記念すべき創刊号は、B5版4ページでザラ紙に謄写版印刷されたものでした。
当時は、記事が集まれば発行するという状況で年2、3回程度発行をしていたようです。

　　　　1970年代の日本は、高度経済成長期を迎え、
　　　　家電製品などの開発が盛んでした。特に「カ
ラーテレビ・クーラー・カー（自動車）」の頭文字を
取って「3C」と呼ばれたこの3つは、人々の憧れでし
た。また、第2次ベビーブームを経て日本の総人口が
1億1000万人を突破。この世代は「団塊ジュニア」と
呼ばれました。2025年に再び開催される大阪万博も
1970年に初めて行われました。
そして町では、現在も続いている大井町総合文化祭の
第1回が1972年に行われ、
1973年には人口が1万人を突
破。同年12月に広報おおい
100号が発行され、1976年
には町制施行20周年を迎え
ました。100号は、B5版の12
ページで、現在と同じ「広
報おおい」という名称で発
行されていました。紙面で
は100号特集が組まれ、表紙
は塗り絵になっていました。 「広報 おおい」100 号

　　　　1980年代の日本は、俗にいう「バブル景気」
　　　　真っ只中。この時代のOLファッションはワ
ンレン・ボディコン・肩パッド！当時の町職員は濃い
青色のジャケットの事務服を着用していました。また、
社会現象になるほどのアイドルブームが起きました。
新しい音楽に華やかなファッションといった、時代の
変わり目となった年代でした。
その頃の町は、1981年に町制施行25周年を迎えまし
た。同年8月、大井よさこいひょうたん祭の前身であ
る「ひょうたんまつり」が
行われ、1982年3月に広報
おおい200号が発行、1983
年には、現在の庁舎が完成
しました。200号は、B5版
の16ページで作成され、200
号の特集記事から始まりま
した。「大井町昔ばなし」
という連載記事も掲載され
ており、今とはまた違った
形で町を紹介していました。 「広報 おおい」200 号

こんなにも長い期間発行し続けられましたのも、町民の

皆さんのお力添えがあってこそです。

さて今回は、創刊号から600号までの100号ずつの節目

号の紹介と当時の時代背景、さらに601号から現在まで

の主な町の出来事を振り返っていきます。

1957 年
創刊号

2 月 1 日
1973 年

100 号

12 月 1 日
1982 年

200 号

3 月 1 日
1990 年

300 号

8 月 1 日
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　　　　1990年代後半の日本では、1995年に阪神・
　　　　淡路大震災や地下鉄サリン事件が発生。同年
に始まった「今年の漢字」では「震」が選ばれました
が、Windows95が発売されたり、インターネットが
普及し始めたり、現在のようなIT社会にぐっと近づい
た年でもありました。また、ポケベルが主流だった連
絡ツールも一気に携帯電話に移っていきました。
その頃の町は、1996年2月にけやき通り（町道101号
線）が開通し、同年4月に、町制施行40周年を迎えま
した。1998年には第53回国
民体育大会・秋季大会が神
奈川県で行われ（「かなが
わ・ゆめ国体～おお汗　こ
汗～）」、町では少年少女
バスケットボール大会が行
われました。そして広報お
おい400号が発行されたのは、
1999年1月。現在と同じA4
版のカラー印刷で、ページ
数は14ページでした。 「広報 おおい」300 号「広報 おおい」400 号

　　　　2011年3月11日、東日本大震災が発生しまし
　　　　た。2010年代の日本は、この未曽有の大地震
の話題につきます。津波や原子力発電所の事故など、被
害は相当なものでした。しかし、改めて実感した人と人
との絆、なでしこジャパンのワールドカップでの優勝、
京都大学iPS細胞研究所所長の山

やまなか

中伸
し ん や

弥さんが日本人と
して25年ぶり史上2人目となるノーベル生理学・医学賞
を受賞など、暗い話題だけではありませんでした。
さてその頃の町は、農業やものづくりを体験する拠点
施設である農業体験施設
「四季の里」を2012年に
オープン。2014年には県
西地域初のメガソーラー
「きらめきの丘　おおい」
が誕生しました。そして
2015年9月に600号が発行
されました。A4版24ペー
ジで、第29回ひょうたん
祭と600号記念の特集が
組まれていました。

1990 年
300 号

8 月 1 日
1999 年

400 号

1 月 1 日
2007 年

500 号

5 月 1 日
2015 年

600 号

9 月 1 日

「広報 おおい」600 号 「広報 おおい」500 号

　　　　1990年代前半の日本は、好景気だった社会か
　　　　ら一変。地価や株価が暴落し、バブル経済が崩
壊、「失われた10年」が始まりました。また、短く折っ
たスカートにルーズソックス、髪を茶色く染めた女子高
生たち「コギャル」が流行語となったりしました。
その頃の町は、1990年8月に広報おおい300号が発行
され、1991年に足柄上郡内で初めて人口が1万5000人
を超えました。1993年には、総合体育館が完成。盛
大な落成式も行われました。1994年には現在の「シ
ルバー人材センター」の
前身である「生きがい事
業団」が発足しました。
300号も大きさはB5版で、
ページ数は14ページで作
成されていました。1989
年4月号から創刊された
「公民館だより」が一緒
にとじこまれ、文化の発
信も積極的に行われてい
ました。

　　　　20世紀から21世紀となった2000年代。「IT
　　　　革命」が加速し、社会や経済に大きな影響を
与えました。また、中央省庁が再編され、1府12省庁制
となったり、小

こいずみ

泉純
じゅんいちろう

一郎内閣が発足し「小泉ブーム」
が巻き起こったりしました。そして、韓国ドラマ「冬
のソナタ」が大流行し、第1次韓流ブームとなりました。
そのような中、町もIT革命の波に乗り、町公式ホーム
ページが開設され、戸籍事務のデジタル化がスター
トしました。2006年4月に町は町制施行50周年を迎え、
1年間を通して記念事業が
行われました。今でも町
民から愛されるすいっぴー
は、この事業から生まれ
ました！そして2007年5月
に500号が発行されました。
A4版24ページで、500号
記念の記事と、町制50周
年記念事業のエンディン
グセレモニーの様子が紹
介されていました。
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　　　2018年12月22日、20
　　　年間大井町長を務めら
れた間

ま み や

宮恒
つねゆき

行前町長から、現
在の小

お だ

田眞
しんいち

一町長へと変わり、
新たな町政が始まりました。
2019年１月号の表紙は当選
証書を受け取る小田町長でし
た。気持ち新たに、新しい時
代へと進み始めました。

　　　みかんの総もぎ、そば
　　　打ち、ピザ作りなど、
相和地域の魅力を生かした
「体験」を商品として、町の
PRをしている「（一社）神奈
川大井の里体験観光協会」は、
2019年3月に発足。同年6月
号では特集が組まれました。

　　　2016年4月1日、町は町
　　　制施行60周年を迎え
ました。「いま、新たなス
テージへＯＯＩ」をキャッチ
コピーに、1年間を通して60
周年記念事業が実施されまし
た。これに伴い、広報おおい
4月号～12月号の裏面にも60
周年記念事業にまつわる記事
が連載されていました。

　　　2018年1月、町公式ホームページを現在のデザ
　　　インへと変更しました。パソコン対応だった
ページをスマートフォン対応に変更したり、トップ
ページに検索窓を設置したりと、大幅に変更！今後も
最新情報をご覧になりたい
ときは、町公式ホームペー
ジをご確認ください。

　　　2022年5月28日（土）に
　　　おおい中央公園がグラ
ンドオープン！当日は、オー
プニングイベントを実施し、
約4,000人の方にお越しいただ
きました。オープンから約1
年半が経ちましたが、連日多
くの方で賑わっています。こ
れからもたくさん遊びに来て
くださいね。

　　　　2024年1月1日発行、
　　　　「広報おおい1月号」
　　　　で700号を迎えまし
た！町の変化に合わせて、広
報おおいもたくさんの変化を
してまいりました。これから
も皆さんに愛してもらえる広
報紙となるよう努めてまいり
ます。引き続き、どうぞよろ
しくお願いいたします。

　　　2021年1月に、町公式
　　　LINEアカウントを開設
しました。町政情報や町のイ
ベント、広報おおいのまちが
いさがしの答えなど、町に関
する情報を幅広く配信してい
ます。まだお友達登録してい
ない方は、右の二
次元コードから登
録をお願いします！

　　　2021年7月に町では、
　　　パートナーシップ宣誓
制度を創設。併せて、同日に
制度を開始した南足柄市と
相互利用協定も締結しまし
た。現在では、足柄上地区1
市5町で相互利用協定を締結
し、誰もがその人らしく暮ら
せる社会の実現に向け、引き
続き邁進していきます。

2024 年
700 号

1 月 1 日

町公式
ホームページは

こちらから「体験」したい方は、
こちらから
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2006 年 8 月号

写真の色合い
と子どもたち
の 表 情 が 良
く、お気に入
りです。ちな
み に こ の 頃

「ド根性○○」
が流行ってい
ました。

広報おおいは、基本的に職員が紙面を構成・作成し、

印刷を業者に委託しています。表紙の写真や特集記

事、レイアウトなども職員が自ら考えます。

難しい行政文書は、できる限り分かりやすい文章にな

るように心がけ、イベントへは、実際に足を運んで記

事を書きます。自ら体験したことが最大限に伝わるよ

う、写真や言葉選びには全力です。

また、取材をしていく中で、本当にたくさんの方と

出会い、さまざまな経験をさせていただきます。広

報担当を離れても街中で声をかけていただくなど、

人とのつながりをとても感じた！という歴代広報担

当職員の声もありました。

広報の顔となる表紙。毎回選ぶのにとても悩

みます。どうしたら手に取ってもらえるのか、

中を見ようと思ってもらえるのか、皆さんの

広報紙のイメージを形成するとても大切な部

分です。そんな選び抜かれた表紙の中で、さ

らにお気に入りの表紙を選んでみました。

2023 年 6 月号

新採用職員募
集のポスター
を表紙にしま
した。今まで
にない、カラ
フルで印象に
残る表紙にな
りました！

2016 年 12 月号

町の地酒につ
いての特集を
組んだ時の表
紙です。「酒」
だけに焦点を
当てて、イン
パクトを出し
ました。

2015 年 8 月号

大井保育園の
夏祭りの写真
です。笑顔を
超えた、動き
のある笑顔が
撮れました！
とっても楽し
そうですね。

約67年の歴史を持つ「広報おおい」。その長い歴史の中で、

たくさんの職員が作成に携わりました。そこで、歴代の広報

担当職員から当時のお話を伺いました！今はないコーナーの

お話し、広報コンクールのことなど、さまざまなお話しを聞

くことができました。

お気に入りの表紙はコレ！

表紙にも
作成者の色が
でていて

おもしろいね！

2012 年 11 月号

子ども
の笑顔
と、臨
場感が
よくわ
かり、

お気に入りです。また、横写真
を使用した珍しい表紙でもあり
ます。

広報紙はこう作られている！

★まちがいさがしに挑戦！

広報紙の最後のページに載っている「まちがい

さがし」は、2005年5月号から始まり、町の行

事や風景の写真を使って職員が作成しています。

それ以前にはクロスワードパズルなどがありま

した。今月号も掲載していますので、ぜひ挑戦

してみてください！

★星占い

広報紙としては珍しく、2011年12月号まで「星

占い」が掲載されていました。パソコンを使っ

た占いをページの下部に掲載していました。

一風変わったコーナー！
広報おおいの

広報コンクールとは、地方自治体などの広報活動の向上を

目的に開催される広報紙のコンクール。 広報紙・ウェブ

サイト・広報写真（一枚写真・組み写真）・映像・広報企

画の5部門があります。残念ながら最近の入賞はありませ

んが、過去には広報紙 町村の部で最優秀賞や広報写真 町

村の部で優秀賞を受賞するなど、数多く入賞していました。

2012 年 12 月号では、町営水
道の仕組みや歴史、整備され
ていった当時の様子を知る
町民へのインタビューなど、
6 ページにわたる特集を組
み、見事最優秀賞を受賞！

広報コンクール入賞経験も！
神奈川県
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大
井
町
消
防
団

　

新
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
消
防

出
初
式
を
、
今
年
は
1
月
8
日
（
月
・

祝
）
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
大
井
町
消

防
団
7
個
分
団
、
さ
ら
に
小
田
原
市
消
防

本
部
が
集
合
し
て
、
分
列
行
進
・
車
両
行

進
な
ど
を
行
い
ま
す
。　

ま
た
、
こ
の
日

の
た
め
に
日
夜
練
習
を
重
ね
て
き
た
第
5

分
団
が
消
防
操
法
を
披
露
し
ま
す
。
式
の

最
後
に
は
7
個
分
団
が
一
斉
に
空
へ
向

か
っ
て
の
放
水
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
消
防
団

の
勇
姿
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

令
和
6
年
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す

【日時】
　1 月 8 日（月・祝）10:00 ～ 12:00

【場所】
　総合体育館駐車場　生涯学習センターホール

【タイムスケジュール】
　10:10　分列行進
　10:30　操法披露
　11:00　表彰式
　12:00　放水試験
　※天候などにより、前後することがあります。

出初式開催概要

防
災
安
全
課　

☎
０
４
６
５-

85-

５
０
０
２▲毎年圧巻の一斉放水▲

町内在住・在勤で 18 歳以上 50 歳以下の健康な方、
あなたの力が必要です！
詳細は防災安全課にお問い合わせください。
防災安全課　電　話　0465-85-5002
　　　　　　メール　bousai@town.oi.kanagawa.jp

～地域で活躍しませんか～

消防団員募集！

▲はがきを送付します。
　届いたら、内容をご確認
　ください。

確
定
申
告
で
お
使
い
く
だ
さ
い

「
令
和
5
年
中
の
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
送
付
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

▼
国
民
健
康
保
険
税
・

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

町
民
課　

☎
０
４
６
５-

85-

５
０
０
７

▼
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

福
祉
課　

☎
０
４
６
５-

83-

８
０
２
４

▼
確
定
申
告
・
町
県
民
税
申
告
に
つ
い
て

　

税
務
課　

☎
０
４
６
５-

85-

５
０
０
８

　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料
は
、
確
定
申

告
や
町
県
民
税
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
る
た
め
、
２
０
２
３
（
令
和

5
）
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

保
険
税
（
料
）
を
納
付
さ
れ
た
方
へ
各
保

険
税
（
料
）
と
も
1
月
下
旬
に
「
納
付
済

額
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

※
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に

　
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
納
付

　
済
額
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

○�

国
民
健
康
保
険
税
は
、
納
税
義
務
者
で

あ
る
世
帯
主
に
通
知
し
ま
す
。
世
帯
内

で
複
数
の
方
が
申
告
す
る
場
合
は
、
納

付
さ
れ
た
方
で
納
付
済
額
を
分
割
し
て

く
だ
さ
い
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険

　

料
は
、被
保
険
者
ご
と
に
通
知
し
ま
す
。

○
早
め
に
納
付
済
額
を
確
認
し
た
い
場
合

　

は
、担
当
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○�

確
定
申
告
の
際
、「
納
付
済
額
の
お
知

ら
せ
」
な
ど
の
書
類
の
添
付
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
が
お
持
ち
の
書
類

な
ど
に
よ
り
納
付
済
額
を
確
認
で
き
る

方
は
、
そ
の
金
額
を
記
載
し
て
い
た
だ

い
て
構
い
ま
せ
ん
。（
国
民
年
金
保
険

料
は
添
付
が
必
要
で
す
。）
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3カ月前 2カ月前 1カ月前 出産（予定）月 1カ月後 2カ月後 3カ月後

◆減額対象となる期間◆

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方
へ

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

町
民
課　

☎
０
４
６
５-

85-

５
０
０
７

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
で
は
、
医
療
費
負
担
の
仕
組

み
や
皆
さ
ん
の
健
康
に
関
す
る
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
保
険
診

療
で
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
た
方

を
対
象
に
、「
医
療
費
の
お
知
ら
せ

（
封
書
）」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

 【
医
療
費
通
知
に
お
け
る

   　
　
　

 

個
人
情
報
の
取
扱
い
】

　

国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
世
帯

主
に
世
帯
全
員
の
医
療
費
通
知
を

お
送
り
す
る
こ
と
は
、
個
人
情
報

の
第
三
者
提
供
に
該
当
し
ま
す
が
、

ご
本
人
か
ら
同
意
し
な
い
旨
の
連

絡
が
な
い
場
合
は
、
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
従
い
、
同
意
を
い
た
だ

い
た
も
の
と
判
断
し
ま
す
。
医
療

費
通
知
を
世
帯
主
に
送
付
す
る
こ

と
に
同
意
し
な
い
場
合
は
、
町
民

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
と
医
療
費
通
知
】

　

保
険
診
療
の
仕
組
み
で
は
、
医

療
機
関
受
診
後
の
情
報
を
町
で
確

認
で
き
る
の
は
、
最
短
で
も
診
療

月
の
翌
々
月
と
な
り
ま
す
。
12
月

診
療
分
デ
ー
タ
処
理
は
2
月
か
ら

開
始
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
開

始
日
に
確
実
に
間
に
合
う
よ
う
に

通
知
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
中
の

医
療
費
通
知
と
医
療
費
控
除
の
申
告
】

　

２
０
２
３
年
1
～
12
月
診
療
分
の

医
療
費
通
知
は
、
次
の
予
定
で
発
送

し
ま
す
。
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）

の
際
、
医
療
費
通
知
を
添
付
す
る
と

「
医
療
費
控
除
明
細
書
」
へ
の
記
入

を
省
略
で
き
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険（
世
帯
主
に
送
付
）

・
２
０
２
３
年
1
月
～
11
月
診
療
分

　

→
2
月
上
旬

・
２
０
２
３
年
12
月
診
療
分

　

→
3
月
上
旬

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
（
加
入
者
（
個
人
）
ご
と
に
送
付
）

・
２
０
２
３
年
1
月
～
11
月
診
療
分

　

→
2
月
中
旬

・
２
０
２
３
年
12
月
診
療
分

　

→
3
月
中
旬

受
け
付
け
は
「
1
月
4
日
㈭
」
か
ら

産
前
産
後
期
間
の
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
制
度

町
民
課　

☎
０
４
６
５-

85-

５
０
０
７

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
や
次
世
代
育
成
支
援
の
観
点
か
ら
、
産
前
産
後
期
間
の
国
民
健
康
保
険
税
を
減
額

す
る
制
度
が
１
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
受
け
付
け
は
「
1
月
4
日
㈭
」
か
ら
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

２
０
２
３
（
令
和
5
）
年
11
月
1
日
以
降
に
出
産

し
た
、
ま
た
は
出
産
予
定
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
方

※
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産
が
対
象
で
す
。（
死
産
、
流

　

産
、早
産
、人
工
妊
娠
中
絶
の
場
合
も
含
み
ま
す
。）

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

・
国
民
健
康
保
険
税
減
額
届
出
書

・
出
産
予
定
日
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

　

�

※�

出
産
後
に
届
け
出
を
行
う
場
合
は
、
親
子
関
係

が
確
認
で
き
る
書
類

・
多
胎
妊
娠
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

・
死
産
な
ど
の
場
合
は
、
死
産
な
ど
の
日
と
身
分
関

　

係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

・
届
け
出
人
の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

【
届
け
出
に
つ
い
て
】

　

届
け
出
は
、
出
産
予
定
日
の
6
カ
月
前
か
ら
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
な
ど
、町
が
出
産
の
事
実
を
確
認
で
き
る
場
合
、

届
け
出
は
不
要
で
す
。

【
提
出
方
法
】

　

町
民
課
に
持
参
か
郵
送
、
ま
た
は
「
休
日
夜
間
受

付
申
請
ボ
ッ
ク
ス
」
に
投
函

▼産前産後期間
　出産予定月または出産月の前月から4カ月間、多胎妊娠の場合は、出産予定月また
　は出産月の3カ月前から6カ月間となります。

※産前産後期間の所得割額と均等割額が年税額から減額されます。（産前産後期間
　の保険税が0円になるとは限りません。）

▼2023（令和5）年度は、産前産後期間のうち2024（令和6）年1月以降の期間だけ
　減額されます。

※2023年11月に出産した場合、2024年1月の保険税が減額されます。1月より前の
　の期間は、減額の対象とはなりません。

2023年9月 2023年10月 2023年11月 2023年12月 2024年1月 2024年2月 2024年3月
出産月

3カ月前 2カ月前 1カ月前 出産（予定）月 1カ月後 2カ月後 3カ月後

単胎

多胎
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町と地域包括協定を締結している昭和女子大学の大井町プロジェクト

チームの学生 6 人と四季の里まつり実行委員会の連携による、クラウ

ドファンディングを実施しています。内容は、おおいゆめの里周辺で

行われる四季の里 里山花まつりで「桜ライトアップ＆スカイランタン」

を行うためです。

荒廃した里山を復活させた「ゆめの里育て隊」の長きにわたる活動と「多

くの人が集い、この里山を次世代に伝える」という隊員の皆さんの想い

に感銘を受け、少しでもお手伝いがしたい！と学生自らが考え、想いを

実現するためのプロジェクトとなっています。

実際に現地で体験していただける方、現地にご来場いただけない方も次

世代に繋げる取り組みにご賛同いただき、ご支援をお願いします！

地域振興課　☎ 0465-85-5013

★クラウドファンディング

　受け付け期間

　「～ 2 月 18 日（日）」

★里山花まつり開催日

　「3 月 2 日（土）、3 日（日）」

クラウドファンディングを実施
大井町初の！

大井町民泊受入家庭確保促進補助金のご案内
地域振興課　☎ 0465-85-5013

民泊のまち 「おおい」

民泊の受け入れをしてみませんか！
町では、人口減少・少子高齢化に伴う担い手不足から生じる地域の困りごとを解決するため、

教育旅行の誘致による交流体験事業の推進により、農地の管理や里山の管理など、自然環境

の保全に向けた取り組みを進めています。教育旅行の誘致に当たり、民泊受入家庭として登

録をいただいた家庭に対し、受け入れの準備に必要な経費の一部に対し補助金を交付します。

詳しくは地域振興課までお問い合わせください。

【民泊受入家庭の要件】

①居住している家屋に「台所」「浴室」

　「トイレ」　「洗面設備」があること

② 1 人当たり 2 畳のスペースが確保

　できること（6 畳間もしくは 8 畳間）
③火災報知機が設置されていること

　【補助額及び対象経費】
▼補助額

　上限 10 万円

▼対象経費　

◦簡易な住宅改修費（トイレ、浴室等の水周り）、

　消防設備（火災報知器）設置費

◦布団や食器など、宿泊者が使用する物品の購入費

【補助対象者】
▼次の要件を全て満たす方（家庭）

①町に住所を有し住宅宿泊事業法第 3 条第 1 項に基づく届出をした方（家庭）

②町が推進する交流体験事業（一般社団法人神奈川大井の里体験観光協会が受

　け入れる教育旅行など）の民泊の受け入れに同意した方（家庭）

③町税など（国民健康保険税を含む。）に滞納がない方
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防災安全課　☎0465-85-5002

★ 消防署の見学と火の用心の呼びかけをしました

11月12日（日）、小学生消防団員が小田原市消防本部へ見学に行
きました。これまで消防団の活動をたくさん体験してきましたが、
常備消防の消防士や消防署がどういう所なのかを知る機会です。
実際に119番通報が入る情報指令センターや消防署の設備、そ
してさまざまな消防車両・救急車などの中や装備を見せてもら
い、消防士の方にたくさん質問をしていました。
消防本部を見学した後は、ヤオマサ大井町店の協力で、店頭で
啓発活動を行いました。この日は秋季火災予防運動期間のため、
消防団は火事を出さないために警戒と広報を頑張っていました
が、子どもたちも大井町消防団の一員として、お客さんにチラシ
などを配りました。この日は一気に気温が下がり、非常に寒い中
でしたが、みんな一生懸命に「火の用心をお願いします！」と呼
びかけていました。 ▲防火を呼びかける小学生消防団員

▲救急車の中を見せてもらいました！

防災安全課 ☎ 0465-85-5002

12月３日（日）、関東大震災100年関連事業「大井町防災講

演会」を生涯学習センターで開催しました。講演会は2部

構成で、第1部では神奈川県温泉地学研究所　板
いたでら

寺一
かずひろ

洋所

長から「地震災害に備える」と題し、専門的見地から地震

の発生のメカニズムから防災・減災に向けた心構えを、第2

部では秦野市在住のＱＱ防災クラブ　原
は ら だ

田剛
つよし

代表から「そ

の時！ 災害時に機能する防災組織のヒント」と題して、自ら

が役員を務める自主防災組織や救命ボックスなどに関して

自治会目線でのお話をしていただきました。それぞれの質

疑応答では参加者より活発な質問がよせられ、不断の物心

両面の準備の必要性について考えさせられました。

館外の特設会場では、木造住宅耐震化啓発として神奈川

県県土整備局による「耐震セミナー」を、またＱＱ防災クラ

ブによる救命ボックスの実物展示や防災用品の展示を行っ

たところ、対応に当たったス

タッフが多くの方々の質問責

めに合うなど大盛況の会と

なりました。また、本講演会

に合わせ、「関東大震災写

真展」をホワイエにて11月16

日（木）から展示しました。

防災講演会を開催しました

自主防災組織リーダー等研修会を実施 湘光中で出前講座を行いました

▲特設会場で説明する原田代表 ▲耐震セミナー特設会場

11月3日（金・祝）、17日（金）各自治会代表

は、県総合防災センターを訪れ、座学、

実技（救出・消火訓練）を通し、自主防

災組織に必要な基礎を学びました。写

真は避難所シミュレーションの際、1人

に必要な空間を体感している様子です。

11月6日（月）、7日（火）の

両日、湘光中学 校1学

年4クラスすべての教室

を巡回し、防災講座を

実施して防災学習の動

機づけを行いました。

▲講演中の板寺所長
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今回の展示は、広報連載記事をはじめ、生きもの調
査「ダンゴムシのなかま」「ウスバキトンボ」の
報告や町民の皆さんにご協力いただいている自然
NOW1年分の掲示を行いました。
自然NOWのコーナーは町民からの情報量の多さを
物語り、生きものだけでなく、なかなか見ることな
い景色など多様性に富み、圧巻でした。ぜひ、今後
ともご協力お願いいたします。

11月16日（木）～21日（火）、生涯学習センター2階
会議室でおおい自然園展示会を開催しました。
開催中は、保育園や幼稚園の園児たち、小学生など、
延べ270人の来場がありました。

また、特別展として「名誉町民　酒
さ か い

井恒
つね

博士の軌
跡」が開催され、博士の功績と大井町との関係を
メインに展示が行われました。

これからも元気いっぱいのあいさつで、
立派な小学生になってね！

もうすぐ１年生、楽しい思い出を胸に。
令和 5 年度七歳の祝い

日本の伝統行事である「七五三」にちなみ、
町在住の来年度小学校に入学する子ども
たちをお祝いするため、11月16日（木）に
「七歳の祝い」を開催しました。
当日は、91人の子どもたちとその保護者
が参加しました。式典では、背筋を伸ばし
姿勢を正したり、元気よく返事やあいさつ
をしたりする姿が見られました。式典後は、
劇団バクによる着ぐるみ人形劇「みにくい
あひるのこ」を観劇しました。子どもたち
は、かわいい人形たちが織り成す物語の世
界に引き込まれ、声を出したり、一緒に
歌ったりしていました。もうすぐ1年生に
なるみんなと楽しい思い出をつくることが
できました。
しっかりと話を聞いたり、みんなで楽しん
だりできる子どもが多く、4月の小学校入
学が今から楽しみです。

生涯学習課
 ☎ 0465-83-5409

◀すいっぴーもお祝いに

　来てくれました♪

◀▲かわいい人形の登場に

　大喜びの子どもたち

18日（土）には、ギャラ
リートークとして「酒井
博士の思い出～相模湾産
海洋生物調査を通して
～」と題し、池

い け だ

田等
ひとし

 さん
から相模湾の生きものを
はじめ、酒井博士との思
い出をお話しいただき、
とても有意義な時間とな
りました。

町の自然を見直し伝えていく

おおい自然園展示会 生涯学習課 ☎ 0465-83-5409

特別講師 池田等さん
（元葉山しおさい博物館館長）
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寺
てらした

下かつ子
こ

さん（新宿）が多年にわたり、民生委員児童委
員として、社会福祉の推進に貢献し、その功績が認められ、
民生委員児童委員功労者として厚生労働大臣表彰を受けら
れました。
寺下さんは、2001（平成13）年12月に民生委員児童委員
に委嘱され、現在は、民生委員児童委員協議会の会長とし
て、地域福祉活動に積極的に取り組み、社会福祉の向上に
尽力されています。

 福祉課   ☎ 0465-83-8024

子ども卓球教室を開催

11 月 18 日（土）秋の町民歩け歩け大会が、大楠山ハイキングコースで、
町民 24 人の参加で開催されました。
当日は、あいにくの曇り空、さらに強風により予定していたコースの変
更がありましたが、参加者は葉山町の湘南国際村から横須賀市の大楠山

（242m）を目指して登りました。
階段の続く山道を登り、山頂で昼食、記念撮影を行いました。晴れてい
れば富士山も見られる 360 度の大展望でしたが、今回は雲が邪魔をし
て残念ながら見ることはできませんでした。

　　　　　　　　　11 月 5 日、12 日、19 日の 3 日間、総合体育館で町スポー
　　　　　　　　　ツ協会卓球部の方々を講師に招き、小学 4 年生から 6
　　　　　　　　　年生までの 13 人が参加し「子ども卓球教室」が開催
　　　　　　　　　されました。
教室は講師からラケットの持ち方からフォアハンドやサーブの打ち方など
の基本的なことを教わり、最終日には試合を行いました。
全く経験のなかった子どもたちでしたが、3 日目にはラリーや試合ができ
るまで上達し、卓球をとても楽しんでいました。

11 月 26 日（日）に湘光中学校グラウンドで、第 74 回
町民ソフトボール大会が、6 チームの参加で開催され
ました。大会は、曇り空の寒い中でしたが、自治会や
地元企業、野球部員と保護者などで構成された大井高
校が参加し、グラウンド内は活気に満ち溢れ、大変盛
り上がりました。
決勝戦は、同じ自
治会内の「新橋」
と「駅前」との対
戦になり、予選か
ら猛打が爆発した

「上大井新橋」が
昨年に引き続き優
勝に輝きました。

上大井新橋の猛打が爆発！

優　勝
上大井新橋

準優勝
上大井駅前

3　位
大井高校

3　位
ナカネン

第１回町民ふれあいペタンク大会
12 月 3 日（日）に、晴天の上大井小学校グラウンドで、
町民ふれあいペタンク大会が開催されました。
記念すべき第１回の大会は、自治会などから 20 チー
ム 44 人の参加で行われました。
予選を通過し、決勝トーナメントを勝ち抜いた、新宿
体育会 A とスポーツ協会で決勝戦が行われ、接戦を
制したスポーツ協会が、見事、初代王者となりました。
各チームとも日ごろの練習の成果を発揮し数多くの好プ
レーが見られました。大会の結果は次のとおりです。

優　勝
スポーツ協会

準優勝
新宿体育会 A

3　位
河原 B

大
おおぐすやま

楠山を歩きました

厚生労働大臣から表彰されました

13



教室からこんにちは
No.162 
こもれびと風
おおい認定こども園

福祉課　☎ 0465-83-8024第 19 回 介護保険制度

①第1号被保険者（65歳以上の方）
②第2号被保険者（40歳以上65歳未満の医療保険加入者）

介護保険の被保険者介護保険の仕組み
介護保険は、介護が必要になっても高齢者ができる限り
住み慣れた地域で安心して暮らしていけること、またそ
の人が有する能力に応じ、自立した日常生活を送ること
などを目指しています。
同時に、高齢者ができる限
り要介護状態になることを
予防するため、健康の保持
増進に努めるものとしてい
ます。40歳以上の方は介護
保険の被保険者となり、決
められた保険料を納付しま
す。その保険料や公費を財
源とすることで介護が必要
になった場合には、その費用の一部を負担することでさ
まざまな介護サービスを利用することができます。

①第1号被保険者で、寝たきりや認知症などで、入浴、
　排泄、食事などの日常生活動作について常に介護が必
　要と見込まれる方、または日常生活動作について常に
　介護を必要とする状態の軽減・悪化防止のために支援
　が必要と見込まれる方
②第2号被保険者のうち、初老期における認知症、脳血管
　疾患などの老化が原因とされる疾病（16種の病気を政
　令で指定。特定疾病）により介護が必要と見込まれる方

介護サービスを受けられる方

介護保険のサービスを利用するためには、まず要介護認
定の申請が必要です。審査の結果、「要介護」または
「要支援」と認定されると介護サービスを利用すること
ができます。

介護サービスを利用する方法

まずは、高齢者の総合相談窓口となっている「大井町地
域包括支援センター」（福祉課内）にご相談ください。

介護保険に関する相談

（1）福祉課へ申請を行う（窓口で聞き取りを行います）
（2）訪問調査・主治医意見書の作成
（3）認定審査会による審査判定　→　結果通知
（4）ケアマネジャーによるケアプランの作成
（5）介護サービス利用開始

認定申請からサービス利用するまでの手続き

福祉課のしごと

　
当
園
は
２
０
２
３
（
令
和
5
）
年
4 

月
、
町
に
と
っ
て
初
め
て
の
認
定
こ
ど
も

園
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

一
人
一
人
が
そ
の
子
ら
し
く
伸
び
て
い
く
、

そ
ん
な
丁
寧
な
保
育
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

幼
児
に
関
し
て
は
行
事
の
練
習
や
決
ま
っ

た
活
動
に
追
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
や
り

た
い
こ
と
に
と
こ
と
ん
の
め
り
込
む
姿

や
、
や
り
た
い
こ
と
を
皆
で
話
し
合
っ
て

挑
戦
し
て
い
く
過
程
を
大
切
に
し
、
保
育

者
主
導
で
環
境
や
遊
び
を
決
め
て
い
く
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
姿
を
見
な
が
ら
遊

び
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
注
力
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
職
場
環
境
づ
く
り
に
も

力
を
入
れ
、
保
育
者
の
働
き
や
す
さ
や
働

き
が
い
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
休
憩
を

し
っ
か
り
取
れ
る
体
制
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
よ
っ
て
保
育
を
丁
寧
に
振
り
返
り
、
学

び
合
う
時
間
を
確
保
し
た
り
と
、
保
育
の

質
を
高
め
て
い
く
た
め
の
理
想
的
な
環
境

づ
く
り
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。
保
護
者
も

と
て
も
協
力
的
で
、
子
ど
も
を
ま
ん
中
に
、

一
緒
に
子
ど
も
の
育
ち
を
喜
び
合
え
る
関

係
性
が
で
き
て
き
ま
し
た
。 

開
園
年
度

は
園
づ
く
り
に
全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
子
育
て
支
援
を

担
う
役
割
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い
く
た

め
、
在
園
児
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
子
育

て
に
関
す
る
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
で
初
め
て
の
認
定
こ
ど
も
園

▲秋祭りを実施。
　親子でリース作り♪

▲子どもたちが野菜を販売中！

株
式
会
社
フ
ェ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

菊
地
加
奈
子
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日本年金機構小田原年金事務所
 　　　　　    ☎ 0465-22-1391
 町民課 　　   ☎ 0465-85-5007

国民年金の豆知識
20歳になったら

国民年金

日本年金機構ホームページ
https://www.nenkin.go.jp/

国民年金の加入と保険料のご案内
https://www.nenkin.go.jp/
tokusetsu/20kanyu.html

・
所
得
の
目
安
は
、
本
人
の
前
年
所
得
が
次

　

の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
の
範
囲
内
で

　

あ
る
方
、
ま
た
は
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ

　

る
方

▼
計
算
式

　

（
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×
38
万
円
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋
１
２
８
万
円

【
納
付
猶
予
制
度
】

・
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人

　

お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

　

場
合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

　

制
度
で
す
。

・
猶
予
期
間
は
年
金
の
加
入
期
間
に
合
算
さ

　

れ
ま
す
が
、
年
金
の
支
給
額
に
は
反
映
さ

　

れ
ま
せ
ん
。

・
所
得
の
目
安
は
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年

　

所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
の

　

範
囲
内
で
あ
る
方

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が

　

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

・
国
が
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
お
り
、
年

　

金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

・
国
民
年
金
は
、
年
齢
を
重
ね
た
時
の
老
齢
年

　

金
の
他
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

・
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ

　

た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

・
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

　

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
た

　

遺
族
（
「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」
）

　

が
受
け
取
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

・
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保

　

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

・
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

　

す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高
等

　

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

　

各
種
学
校
、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

　

に
在
学
す
る
方
で
す
。

・
猶
予
期
間
は
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
合
算

　

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
の
支
給
額
に
は
反
映
さ

　

れ
ま
せ
ん
。

▼
計
算
式

｛(

扶
養
親
族
な
ど
の
数
＋
1
）
×
35
万
円
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋
32
万
円

※
納
付
猶
予
と
な
る
所
得
を
超
え
る
場
合
で

　

も
失
業
な
ど
に
よ
る
減
収
を
事
由
と
し
て

　

保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
、
納

　

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、
保
険

　

料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、
老
齢
基

　

礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

　

の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
10
年
以
内

　

で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
を
さ

　

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
す
る
）
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

　

今
年
も
石
井
醸
造
＆
井
上
酒
造
の
地
酒

と
と
も
に
華
や
か
に
お
正
月
を
迎
え
ま
し

た
、
笑
顔
特
派
員
&
農
あ
る
暮
ら
し
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
ス
ベ
リ
ー
で
す
。

　

広
報
お
お
い
を
ご
覧
のB

eau
tifu

l 
People

の
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

年
始
と
い
う
こ

と
で
、
大
井
町
で
の
活
動
目
標
２
０
２
４

を
発
表
す
る
回
と
な
り
ま
す
。
2
つ
あ
る

の
で
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
！ 

　

目
標
一
つ
目
は
、
【
竹
ア
カ
デ
ミ
ー
の

認
知
度
向
上
】
で
す
！

　

町
の
困
り
ご
と
の
一
つ
で
あ
る
荒
廃
竹

林
整
備
を
目
的
に
、
年
間
通
じ
て
「
た
の

し
く
」
と
き
に
「
お
い
し
く
」
竹
活
用
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
み
出
す
竹
ア
カ
デ
ミ
ー
。

お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
11
月
の
開
講
以
来
じ

わ
じ
わ
と
参
加
者
が
増
え
て
き
て
お
り
ま

す
。
体
験
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
体
験
観
光

協
会
の
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
の
結
果
、

さ
ら
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
自
体
に
確
か
な
ク

オ
リ
テ
ィ
が
伴
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
こ
の
竹
ア
カ
デ
ミ
ー

を
い
か
に
広
め
て
い
く
か
を
課
題
と
し
て

活
動
し
て
い
き
た
い
！

　

と
、
こ
こ
で
み
な
さ
ん
に
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
今
月
の
産
業
ま
つ
り
（
21
日
㈰

開
催
）
に
設
置
さ
れ
る
竹
ア
カ
デ
ミ
ー

ブ
ー
ス
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

ア

カ
デ
ミ
ー
生
に
よ
る
竹
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
制
作
物
展
示
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
「
体
験
が
楽
し
い
か
ら
」
「
子
ど
も

に
や
ら
せ
て
あ
げ
た
い
」
「
大
井
町
が
好

き
だ
か
ら
」
「
地
域
課
題
の
解
決
に
興
味

が
あ
る
か
ら
」
さ
ま
ざ
ま
理
由
で
集
っ
た

ア
カ
デ
ミ
ー
生
た
ち
が
、
こ
の
日
の
た
め

に
一
つ
に
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
く
れ
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
試
み
で
す
が
、
ス
ベ

リ
ー
も
全
力
で
盛
り
上
げ
マ
キ
ュ
リ
ま
す

の
で
、
ど
う
か
ブ
ー
ス
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
応
援
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
【
3
月
のM

E-BYO

フ
ェ
ス

タ
を
大
成
功
さ
せ
る
】
で
す
！

　

さ
ら
っ
と
初
出
し
の
情
報
を
ぶ
ち
込
み

ま
し
た
が
、
な
ん
と
3
月
20
日
（
水
・

祝
）
に
「
食
・
運
動
・
癒
し
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
！ 

ま
だ

ま
だ
調
整
中
な
部
分
が
多
い
の
で
す
が
、

ス
ベ
リ
ー
も
企
画
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
3
月
20
日
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ま

る
っ
と
空
け
て
お

い
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
。
今

年
も
一
緒
に
、
楽

し
く
笑
顔
に
あ
ふ

れ
た
1
年
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

竹アカデミー生の皆さん

　
　
顔
特
派
員

ス
ベ
リ
ー
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の

　
　
笑
顔
お
届
け
日
誌
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図書館だより

Event & Information ▲ ▲▲

New  Books ▲ ▲▲

【 大井町図書館 一般書】
『首都圏城跡ハイキング』

清
し み ず

水　克
かつよし

悦／著　メイツユニバーサルコンテンツ

『2035　10 年後のニッポン　ホリエモンの未来予測大全』
堀
ほ り え

江　貴
たかふみ

文／著　徳間書店

『車のある風景』
松
ま つ と う や

任谷　正
まさたか

隆／著　JAFメディアワークス

『鋼の絆　ギンイチ消防士・神谷夏美』
五
い が ら し

十嵐　貴
たかひさ

久／著　祥伝社

『夜明けのはざま』
町
ま ち だ

田　そのこ／著　ポプラ社

【 大井町図書館 児童書 】
『人類の物語　どうして世界は不公平なんだろう』

ユヴァル・ノア・ハラリ／著　河出書房新社

『ずかん根っこ　見ながら学習調べてなっとく』
大
おおやま

山　卓
た く じ

爾／監修　技術評論社

『じゃんけんのすきな女の子』
松
まつおか

岡　享
きょうこ

子／さく　Gakken

『ピアノ』
いせ　ひでこ／作　偕成社

『カタリン・カリコの物語　
  ぜったいにあきらめないｍＲＮＡワクチンの科学者』
デビー・ダディ／文　ジュリアナ・オークリー／絵　
竹
たけうち

内　薫
かおる

／訳　西村書店

時間：10:30 ～ 11:00　　　場所：大井町図書館内

      6 日㈯（絵本）  　 げんきなマドレーヌ
（絵本）　   ありがたいこってす！

   13 日㈯（絵本）　   かさじぞう
（絵本）　   こんなしっぽでなにするの？

    20 日㈯（紙芝居）   マーシャとくま
（絵本）　   イエペはぼうしがだいすき

    27 日㈯  （紙芝居）　あかずきん
（絵本）　　はらぺこあおむし

　 1 月のおはなし会

　1 月の催し

　「すいせん神社」「おみくじとお札」
　「早口ことば」は児童のコーナーに来て見てね。

【 そうわ会館図書室 一般書 】
『椿ノ恋文』

小
お が わ

川　糸
いと

／著　幻冬舎

『戦国女刑事』
横
よこぜき

関　大
だい

／著　小学館

『わたしに会いたい』
西
にし

　加
か な こ

奈子／著　集英社

『思い出の屑籠』
佐
さ と う

藤　愛
あ い こ

子／著　中央公論新社

『カーテンコール』
筒
つ つ い

井　康
やすたか

隆／著　新潮社

　親子いっしょのおはなし会

　日時：1 月 11 日（木）　10:30 ～ 11:00
　場所：大井町図書館内
　対象：就園前のお子さんと保護者

　ファミリー読書の日（毎月第 1 日曜日）

　日にち：1 月 7 日（日）
　児童コーナーでおすすめの本を読んだり、おりが
　みコーナーで折り方の本を見ながらおりがみに挑
　戦したり、家族のコミュニケーションを通して読
　書を深めましょう。

こちらで紹介した本は、新しく入った本の一部です。
最新の情報は、図書館ホームページをご覧ください。
図書館ホームページ▶▷▶ https://www.oitown-lib.jp

『首都圏
城跡ハイキング』 『鋼の絆』 『わたしに会いたい』 『ピアノ』

Pick Up!

　1 月の展示

　「オカリナ」
　リラックスした時に感じるアルファ波を起こす働
　きがあると言われています。土のぬくもりが感じ
　られる楽器です。

◎開 　  館  　 時  　 間　9:00 ～ 17:15　
◎年 末 年 始 の 休 館 日 　2023 年 12 月 29 日（金）～ 2024 年 1 月 3 日（水）
　　　　　　　　　　　（大井町図書館・そうわ会館図書室共通）
◎休 　       館　    　 日　大井町図書館　9 日（火）、22 日（月）
◎問    い    合    わ    せ　大井町図書館　　　☎ 0465-83-5401
　　　　　　　　　　　そうわ会館図書室　☎ 0465-85-1887
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今月は、

髙
たかのさわ

野澤　祐
ゆうこ

子

保健師です

遥
か
な
る
世
に
ゐ
る
ご
と
し
山
深
き

湯
治
場
の
夜
の
閑
け
さ
の
な
か

　
　
　
　
　

露
木　

順
子

沖
合
に
け
ふ
房
総
の
見
え
始
め

海
面
は
碧
く
秋
深
み
た
り　

　

久
保　

知
子

た
つ
ぷ
り
の
フ
リ
ル
を
揺
ら
し
自
が
姿

二
歳
が
言
ヘ
り
プ
リ
ン
セ
ス
・
リ
サ
と

田
中　

武
子

談
笑
の　

真
ん
中
に
座
す　

蜜
柑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
み
ど
り

み
か
ん
狩
り　

里
に
響
き
し　

笑
い
声

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
と
み
子

生
き
る
と
は　

老
い
て
行
く
こ
と　

落
葉
掃
く

　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
川
晴
江

仲
間
皆　

期
間
限
定　

茸
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
田　

悦
子

海
風
と　

陽
に
抱
か
れ
て　

蜜
柑
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

昌
男

は
る
か
な
る　

大
地
の
吐
息　

芒
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
根
登
美
子

　

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
と
は
、
加
齢
に
よ
り

体
力
や
気
力
が
弱
ま
っ
て
お
り
、
「
①
要
介

護
の
手
前
の
時
期
」
「
②
ま
だ
戻
せ
る
」

「
③
多
面
的
要
因
に
よ
っ
て
負
の
連
鎖
が
起

き
て
い
る
」
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
年
齢
別
の
フ
レ
イ
ル
予
防

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
50
歳
か
ら
64
歳
の
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
ボ
予
防
を
！
】

　

高
齢
期
の
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
上
で
、

こ
の
時
期
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防

を
中
心
と
し
た
健
康
管
理
が
大
事
で
す
。
栄

養
面
で
気
を
付
け
る
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
制

限
（
塩
分
・
脂
肪
制
限
）
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
や
仕
事
を
終
え
た
後
の
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
社
会
参
加
の
機
会
や
新
た

な
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
は
、
フ
レ

イ
ル
の
予
防
に
重
要
で
す
。

【
65
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
メ
タ
ボ
予
防
と

　
　
　
　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
過
渡
期
で
す
】

　

持
病
の
慢
性
疾
患
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
が
ら
も
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
意
識
し

た
取
組
を
開
始
す
る
時
期
で
す
。
健
康
長
寿

の
3
つ
の
柱
で
あ
る
、
栄
養
を
し
っ
か
り
取

る
（
お
口
の
健
康
も
）
、
体
力
づ
く
り
、
人

と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

中
で
も
栄
養
に
つ
い
て
は
、
食
べ
過
ぎ
を

防
ぎ
、
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
る
中
年
期
の

食
生
活
か
ら
、
タ
ン
パ
ク
質
の
不
足
に
注
意

し
て
し
っ
か
り
食
べ
る
高
齢
期
の
食
生
活
へ

と
徐
々
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

高齢期はメタボ予防から

フレイル予防へ

「ギアチェンジ！」

①要介護の手前の時期

②まだ戻せる

③多面的要因による負の連鎖

【
75
歳
以
降
の
方
は
フ
レ
イ
ル
予
防
！
】

　

健
康
管
理
、
健
康
づ
く
り
の
重
点
を
ま

さ
に
フ
レ
イ
ル
予
防
に
置
く
べ
き
時
期
で

す
。
こ
の
時
期
は
健
康
長
寿
の
3
つ
の
柱
で

あ
る
、
栄
養
を
し
っ
か
り
取
る
（
お
口
の
健

康
も
）
、
体
力
づ
く
り
、
人
と
の
つ
な
が
り

づ
く
り
を
重
点
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
栄
養
面
で
は
「
高
た
ん
ぱ
く
・
高
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
」
を
取
り
、
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
「
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
は
い
つ
か
ら
始
め
て
も
遅

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
福
祉
課
で
は
体
力
づ
く
り
、

人
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
に
「
お
ー

い
！ 

元
気
会
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ

て
い
る
現
在
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

健康長寿
3 つの柱

栄養

食・口腔機能

運動
身体活動・運動など

社会参加
趣味・就労・

ボランティアなど

よく噛んで

しっかり

食べましょう！

自分に合った

活動を

見つけましょう！ 10 分多くからだを動かしましょう！

バランスの良い食事を取りましょう！

俳
句

お
ほ
ゐ
俳
句
会

短
歌

お
ほ
ゐ
短
歌
会

ま
ち
の
文
芸

memo保健師
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1 月の行事予定

　　

● 人口 男性 8,576 人 （0）

　　　 女性 8,745 人 （5）

合計 17,321 人 （5）

● 世帯数 7,459 世帯 （6）

人口と世帯数 11 月 30 日現在　（　）内は前月比

町内交通事故発生状況 11 月 1 日～ 30 日

●件数 5 件　●死亡 0 人　●負傷 7 人

希望者のみ掲載（敬称略）　掲載 3 件／届出 3 件

お誕生おめでとう 11 月 16 日～ 11 月 30 日受理

氏名 性別 保護者 自治会

藤
ふ じ い

井　快
か い り

吏 男 健
けん

・真
ま ゆ み

由実 河原

追
おいかわ

川　美
み あ

愛 女 正
まさあき

明・江
え り

理 馬場

小
こ み や ま

見山紗
さ あ や

綾 女 宏
ひろかず

和・絵
え り こ

理子 西大井

男女共同参画講演会

山
やまなか

中　太
た ろ う

郎さん

（100 歳・河原）
11 月 20 日撮影

敬老祝い金　お誕生日おめでとうございます

石
い し い

井　文
ふ み こ

子さん

（99 歳・赤田）
12 月 8 日撮影

敬老祝い金　お誕生日おめでとうございます

被災地の実情から学ぼう！
～高齢者・障がい者・子ども・女性の視点から～

男女共同参画という視点から、地域の防災について見つめなおすことで、性別の違いを問わず、

一人一人の被災者が大切にされる防災・災害支援について考えを深めます。

■日時：2月10日（土）　13:30～15:00（開場 13:00）

■場所：生涯学習センター　2階　第1～4会議室

■申し込み（先着100人）：

　1月15日（月）～2月9日（金）17:00までに、氏名（ふり

　がな）、住所、電話番号、託児希望の有無を、協働推

　進課に電話（☎0465-85-5004）、電子メール（kyoudou

　@town.oi.kanagawa.jp）または二次元

　コードからオンラインで申し込み

※託児は未就学児まで（無料、5人）。ご希望の方は、

　申込時にお子さんの氏名（ふりがな）、性別、年齢を

　記載し、1月26日（金）までにお申し込みください。

　なお、オンラインで託児の申し込みはできません。

■講師：

　浅
あ さ の

野　幸
さ ち こ

子さん

　・減災と男女共同参画研修

　　推進センター共同代表

　・早稲田大学「地域社会と

　　危機管理研究所」招聘研

　　究員

　・福祉防災認定コーチ

日程 事業予定 場所

4 日（木） 町民新年のつどい（10:00 ～） 役場庁舎
303・304 会議室

6 日（土） 令和 6 年二十歳のつどい（10:00 ～） 生涯学習センター
ホール

8 日（月・祝） 令和 6 年消防出初式（10:00 ～） 総合体育館駐車場

9 日（火） 3 か月児健診（13:00 ～）

保健福祉センター
12 日（金） 2 歳 6 か月児健診（13:00 ～）

15 日（月） オレンジカフェひだまり（10:00 ～）

16 日（火） ぞうさんくらぶ（9:30 ～）

17 日（水） 総合相談（10:00 ～） 生涯学習センター

18 日（木） あつまれ！赤ちゃん（10:00 ～） ふれあい館

21 日（日） 第 64 回産業まつり（10:00 ～） おおい中央公園

22 日（月） エンジョイ！マタニティ（13:00 ～） 保健福祉センター

23 日（火） 1 歳 6 か月児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

25 日（木） 赤ちゃん健康相談（9:30 ～） 保健福祉センター

27 日（土） おおい自然園「酒匂川の野鳥観察会」
（9:00 ～） 酒匂川左岸

28 日（日） 足柄上地区一周駅伝競走大会
（9:00 ～） 足柄上地区
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あけましておめでとうございます。ま
た新しい年がやってきました。今月号
は広報おおい 700 号の記念号。表紙
は 600 号～ 699 号までの表紙を使用
しています。こうして並べてみると、
作成者によって、さまざまな色がある
ことがわかります。皆さん機会があれ
ば、ぜひ昔の広報紙もご覧になってく
ださいね。
そして今月はお正月ということで、右
上の「1」をアレンジしてみました。
かがみ餅にみえるでしょうか？

■応募方法
はがきかメールで、答え・住所・氏名（ペンネームも）・電話番号・年齢・日ごろ

思うこと（町への意見や広報おおいへの感想などなんでも OK）を記入して応募

※「日ごろ思うこと」でいただいたご意見への回答はできませんのでご了承ください。

宛 先　〒 258-8501　足柄上郡大井町金子 1995 番地

　　　　大井町役場　協働推進課　広報おおい係

メール　kouhou1@town.oi.kanagawa.jp

締　切　1 月 15 日（月）

○応募者の中から、抽選で 2 名の方に粗品をプレゼントします。

12月3日（日）に四季の里で、「四季の里　みか

んまつり」が行われました。みかんもぎや竹筒

バウムクーヘン作り、恒例のピザ作りなど、さ

まざまな体験会があり、皆さんとても楽しそう

でした。上と下の写真は、比べると違っている

ところが5カ所あります。どこでしょう？ 写真

の数字で答えてください。

おたより紹介
読者の皆さまから寄せられた「広
報おおい 12 月号」の感想・町へ
の意見を紹介します。

●おおい中央公園で子どもたち

が楽しそうに遊んでいるのを見

ると平和の喜びを感じます。

●「おおい自然園」を楽しみにし

ています。ヤマビルが鹿の蹄に

潜んでいるとは、大変勉強に

なりました。

●出かけ先から帰ってきてビオト

ピアが見えると、大井町に帰っ

てきたなと実感します。

○ 12 月号の答え
  　3、11、18、20、22
○当選者（応募 11 通）
　めがねさん
　ロングヘアラバーズさん
　おめでとうございます！

Ⅹ（旧 Twitter）

挑戦！
まちがいさがしに
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広報おおい・おしらせが
アプリで読めます

「年末の交通事故防止運動」を実施しました。ヤオマサ

大井町店で、町交通指導隊、松田警察署などの協力のも

と、チラシや啓発物品を配布し、ドライバーの皆さんに

安全運転の呼びかけを行いまし

た。年末は交通量が多くなり、

交通事故の多発が懸念されます。

日頃から安全運転を心がけ、事

故のない町を目指しましょう。

年末の交通事故防止運動12
11

　

足
柄
平
野
の
各
地
で
は
、
江
戸
時
代
に
江
戸
の
葛か

西さ
い

地
方
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
小
田
原
囃
子
の
系

統
の
祭
囃
子
が
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
井
町
で
は
、

「
金
手
祭
ば
や
し
」
と
「
上
大
井
祭
囃
子
」
が
地
元

の
人
々
の
力
で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

「
金
手
祭
ば
や
し
」
は
、
明
治
時
代
初
期
か
ら
金
手

の
三
嶋
神
社
の
祭
礼
の
際
に
奉
納
さ
れ
、
山だ

し車
巡
行
の

時
は
、
山
車
に
乗
っ
て
祭
囃
子
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
楽

器
は
、
締し

め

太
鼓
、
大
太
鼓
、
横
笛
、
摺す

り
が
ね鉦

の
四
種
類
で

構
成
さ
れ
、
曲
は
、
「
四し

ほ
う
で
ん

方
殿
」
「
神
田
丸
」
「
鎌

倉
」
「
四し

ち
ょ
う
め

丁
目
」
の
順
序
で
演
奏
さ
れ
ま
す
。

　

「
金
手
祭
ば
や
し
保
存
会
」
で
は
、
時
代
と
共
に

変
化
し
て
き
た
金
手
地
区
の
伝
統
芸
能
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
捉
え
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
と
共
に
、
日
々
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
井
町
教
育
委
員
会　

山や
ま
ざ
き﨑

敦あ
つ
や也

町
指
定
重
要
文
化
財

平
成
3
年
7
月
18
日
指
定

金
手
祭
ば
や
し

　

毎
年
元
旦
に
は
、
三
嶋
神

社
で「
初
打
ち
」を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
随
時
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▲金手祭ばやし保存会の皆さん
（平成 29 年 7 月 16 日の祭典時に撮影）

▲山車の上での演奏

CO₂排出量の削減や自然

との共生活動を推進する

積水ハウス株式会社湘南

支社が新たに「おおいま

ちＳＤＧｓパートナー」

となりました。

応募は随時

受け付けて

います。

おおいまちＳＤＧｓパートナー証授与式11
30

相和小学校4年生が授業の一環として、ひょうたんランプ

をつくりました。まずは、それぞれ好きなひょうたんを

選び、思い思いに絵を描いて

いきます。その後、ドリルを

使って、描いた絵に沿い穴を

あけていきました。皆さん集

中力が高く、あっという間に

終わりの時間に。それぞれ素

敵な作品が出来上がりました。

相和小学校 4 年生ひょうたんランプづくり11
21

e‐kanagawaからの受け付けも始めました！

金手

町内在住で３歳までのお子さんの写真を募集！
写真と写真のコメント、子どもの名前（ふりがな）、
生年月日、電話番号、自治会名を添えて、協働
推進課へ持参またはメールでご応募ください。

協働推進課　☎ 0465-85-5004
mail：kouhou1@town.oi.kanagawa.jp

のほほえみ天使 Angel  smile

｢ 

寝
返
り
成
功
！ 

」

牧ま
き
の野　

葉は

る瑠
ち
ゃ
ん
（
8
カ
月
）

※右の二次元コードから読み取ってご応募ください！

「『障害ってなに？』～障害について皆さんと考える～」

と題し、講師に元パラリンピック選手（車いすバスケット

ボール）の神
じ ん ぼ

保康
やすひろ

広さんを迎え、令和5年度大井町人権を

考えるつどいを開催しました。

ご自身の体験談やパラスポーツ

の取り巻く環境など、さまざま

なことをお話しいただき、あっ

という間の1時間半でした。

令和 5 年度大井町人権を考えるつどい12
2
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